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目
標
の
達
成
に
向
け
て
施
設
の
長
寿
命
化
や
施

設
再
編
を
図
り
、
将
来
世
代
の
負
担
を
軽
減
し
つ

つ
、
安
心
・
安
全
な
施
設
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
で
き
る
よ
う
「
行
田
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

後
、
意
見
交
換
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
公
共
施
設
の
将
来
を
考
え
て
い
た

だ
き
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

「
行
田
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
改
革
推
進
室
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
（
内
線
３
２
７
）

そうですね。その他にも市
役所をはじめ、公民館や保育
園、市営住宅など、市（自治
体）が所有または管理する建
物のことをいいます。

市では計画を立て、改善する
ための目標を掲げて取り組ん
でいます。そして、今、目標達
成に向けた具体的な行動計
画も作り始めています。皆さ
んも一緒に考えてください。

これじゃ安心して
利用できないよ。

公共施設も使用しているう
ちに年々古くなり、建替えや
大規模改修を考えなければ
いけない時期を迎えます。
今後も皆さんに安心して利
用してもらうためには、全て
の公共施設を新しくできれ
ばいいのですが、多くの費
用が掛かることから難しい
のが現状です。

社会状況も変わる
中、「今の公共施設
の数は、将来の行田
市にとって最適な数
なの？」「利用ニーズ
が変わって、利用さ
れなくなった施設も
建て替えるの？」と
いった疑問もありま
すよね。

人口減少・少子高齢化／
公共施設の老朽化の進行

税収の減少・社会保障費の増加／
公共施設の維持管理費の財源不足

公共施設の建替え・改修時期の到来
お金がないからといって放置すると…

維持できない公共施設の増加

それは違います。
みんなにとって身
近な公共施設とい
えば、学校や図書
館ですね。

うん。「自分たちのまちは自
分たちで作る」ですね、先生。
行田市の公共施設について
みんなで考えよう。でも、どう
したらいいのかな？教えてく
ださい、やりくり室長！

では、来月号で公共
施設をどうしていけ
ばよいのか詳しく学
びましょう。

はい！

一緒に考えて
いきましょう。

公共施設は市民の財産です。
「今」から将来を見据えて公
共施設と向き合い、市民と行
政が一緒に知恵を出し合いな
がら公共施設の将来を考えて
いく必要がありますよね。今な
らまだ間に合いますよ。

「今」からみんなで考えよう! 公共施設の将来
～【第1回】 公共施設が抱える課題と今後の取り組み～
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公共施設の更新費用推計財 政
※築30年で改修、築60年で更新として試算

更新費の不足額 今後
20～30年に
更新費が
大きく不足

207億円 217億円 430億円 187億円

■ 更新できない部分
■ 更新できる部分
 過去の更新費平均（190億円／10年）
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築年数別の施設整備状況
全施設合計184施設（26.8万㎡）
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公共施設総合管理計画
（市ホームページ）

《目標①》 保有量の見直しによる継続可能な施設の提
供を目指します。
➡公共施設の保有量（延床面積）を今後40年で約27
パーセント削減

《目標④》 新たなニーズに対応した市民サービスの提
供を目指します。
➡集約化・複合化などによる機能（サービス）の充実・
見直し

《目標②》
より効率的な維持管理を目指します。
➡運営の工夫によるコストの最適化

《目標③》
安全で安心な公共施設などの提供を目指します。
➡耐震化や予防保全型の維持管理への転換

施設再編の取り組みを通じ
て、「保有量を削減」しつつ
「必要なサービスの継続」を
両立

長寿命化の取り組みを通じ
て、「施設を長く利用」しつ
つ「安全性の確保」を両立

今後の取り組み①

今後の取り組み②

施設の更新費不足の解消

全然お金が足りない。
僕たちが負担するの？

6割強の施設が築30年以上!? これ
らが今後、更新時期を迎えるわけね。

公共施設って、たく
さんの人が利用す
るスーパーやコンビ
ニ、本屋かな。

　市では平成28年3月に「行田市公共施設等総合管理計画」を策定し、今後40年間の行田市
の公共施設の基本的な考え方をまとめました。ここでは、公共施設を取り巻く現状と課題、
将来世代の負担軽減に向けた取り組み目標などを紹介します。

ぎょうだ足袋中学校
1年 こはぜ君

ぎょうだ足袋中学校
担任 ハス子先生

行田市役所
やりくり室長

〈全国の自治体が抱える問題〉


